
定規稿投

会員諸君から大体次の事柄を御含みの上投稿をWl待します。

E長類に関する小論文(和文).綜説，論文抄鍛，刻E鍛等。

原稿燭ilaの取姶.i窃ilaのl駅!色体滋及び校疋は役員会に一任の乙と。

3. 別刷の費用は著者負担とする。但し小論文，綜説，総合抄録に限りその 50部分

の費用は会にて負担する。

4. 小論文， 綜説，総合抄録は 400字詰原縞m紙 12枚佼迄，其他は問」二6枚{立造を
限度とし図!彼等のスペースは此の内に含まれる。

向小論文，綜説に限り ， 欧文E耳目及び本文半頁以内の欧文摘~を付する乙と ，欧文

は成る可く ，英，独語を用うること。

原稿は平仮名混り ，指先立?としなるべく 400字詰原稿用紙をf日う るζ と。

1. 

2. 

会計叉は編集幹

5. 

術学会lζ関する通信は，キし幌市三!じ大Jlll学部植物学教室内本会庶務，

);JJ宛とし幹事の個人名は一切使用ぜぬよう特に注怠の乙と。

男

総

造

住

部

正

編集兼発行者 中 村義 路1

室蘭市新宮町北海道大学理学部海滅研究所

承

幸

義

俊

説

仲

家

英

昭和 37年度役員

田

村

藤

橋

沢

中

須

i日

長A 

'" 
喜王

編集 ・会計幹事

務幹事

市宇

庁

主従編

間一、
白
H
Ml
 i羽

|司

はi

秋I]'i 

11 

昭和37年 8月20日印刷l

1113手n37年 8月25日発行

幹

者山中

札幌市北三条東七了間三四二帯地

ヨキ府リ印

}禁転載 j
所 日本務類学会

札幌市北海道大学理学部臨物学教室内
{震替小問 13 3 0 8 

~~ 

f1 発不許複製



? 




